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Abstract Individual and social orientedness were proposed to capture the two processes in 
adjustment: personalization and socialization. In this study, the relationships among 
these two concepts and adjustment to college life were examined. As results, these two 
concepts had a close relation to adjustment to college life and explained some aspects of it.  
                         
                         
１．問題と目的 
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大学生 118 名（男性 111 名，女性 7 名）。学年の構成は
1 年 27 名，2 年 63 名，3 年 20 名，4 年 8 名であった。 
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頼感尺度 9)の 3 つの尺度から構成された。学校への適応
感尺度は 30 項目であった。下位尺度は，居心地の良さの
感覚，課題・目的の存在，被信頼・受容感，劣等感のな
さの 4 つであり，5 件法で実施した。個人志向性・社会
志向性尺度は 17 項目であった。下位尺度は個人志向性，
社会志向性の 2 つであり，5 件法で実施した。信頼感尺
度は 24 項目であった。下位尺度は不信，他人への信頼，
自分への信頼の 3 つであり，4 件法で実施した。最後に
本調査に対する感想やコメントを求め，すべての回答を









Table 1 に示す。 
       
３・１ 各尺度得点と学年の関連 
 学年（1 年・2 年・3 年・4 年）を要因として参加者間
の ANOVA を実施した。その結果，有意な効果は確認さ
れなかったものの，被信頼感・受容感  (F(3, 109)=2.34, 










それぞれ 5 件法の中間点にあたる 3 点を基準に高群・低










正の相関が示された (r=.332, p<.001)。 
信頼感尺度の下位尺度である他人への信頼，自分への
信頼についても同様の分析を行った。基準は 4 件法の中













たところ，有意な正の相関が示された (r=.536, p<.001)。 
Figure 1. 学年ごとの平均値と標準偏差 
左: 被信頼感・受容感尺度，右: 劣等感のなさ尺度 




















平均値 3.35 3.47 3.70 2.74 3.42 3.70 3.20 2.42 2.90 2.75
標準偏差 0.52 0.71 0.64 0.80 0.60 0.57 0.61 0.45 0.52 0.49
人数 108 115 117 113 112 115 113 117 116 117
大学適応感 個人志向性・社会志向性 信頼感
Table 2. 個人志向性×社会 
志向性の高群・低群人数分布 
高 低 合計
高 72 30 102
低 3 5 8








高 74 16 90
低 9 16 25























は，劣等感のなさを除いて (t(106)=1.97, p=.052), すべて有
意な差が確認され，大学への適応感は個人志向性高群に
おいて，低群に比べ有意に高いことが示された (大学適
応感: t(103)=3.57, p<.01, 居心地の良さ: t(109)=2.44, p<.05, 
課題・目的の存在: t(110)=3.85, p<.01, 被信頼感・受容感: 
t(106)=3.34, p<.01)。社会志向性については，大学適応感 
(t(103)=2.048, p<.05)，居心地の良さ (t(110)=2.33, p<.05)，課
題・目的の存在 (t(112)=2.46, p<.05) において有意に高群
で低群に比べ適応感が高いことが示されたが，劣等感の
なさ  (t(107)=1.26, n.s.) や被信頼感・受容感  (t(108)=1.41, 
n.s.) では有意な差が確認されなかった。 
同様の分析を信頼尺度についても行ったところ，自分
への信頼については劣等感のなさを除いて  (t(109)=.86, 
n.s.), すべて有意な差が確認され，大学への適応感は自分
への信頼高群において，低群に比べ有意に高いことが示
された  (大学適応感: t(106)=4.06, p<.01, 居心地の良さ : 





(大学適応感: t(106)=3.74, p<.01, 居心地の良さ: t(112)=4.09, 
p<.01, 課題・目的の存在: t(113)=2.29, p<.05, 被信頼感・受





志向性の主効果 (F(1, 101)=3.921, p<.05), 自分への信頼の
主効果 (F(1, 101)=8.89, p<.01) が有意で，これらの交互作
用については有意でなかった (F(1, 101)=2.17, p=.144)。補
足的におこなった下位検定の結果，個人志向性高群にお
いてのみ，自分への信頼高群が低群にくらべ適応感が有
意に高いことが示された (Figure 2 参照)。居心地の良さ
では自分への信頼の主効果のみが有意  (F(1, 106)=9.15, 
p<.01) で，課題・目的の存在と劣等感のなさでは個人志
向性の主効果のみが有意であった  (F(1, 107)=6.11, p<.05; 
F(1, 103)=4.03, p<.05)。被信頼感・受容感では，個人志向性
の主効果のみ有意で (F(1, 104)=4.29, p<.05)，自分への信頼 































個人志向性 .415** .242* .501** .372** .250**
社会志向性 .500** .424** .504** .395** .230*
自分への信頼 .434** .334** .386** .377** .159
他人への信頼 .507** .480** .419** .403** .269**
** 1%水準、* 5%水準でそれぞれ有意 





























Figure 3. 個人志向性×自分への信頼の各条件の 
被信頼感・受容感尺度得点の平均値と標準誤差 
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生は 1 年生の夏休み頃までに概ね大学生活に適応するこ
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